

























































ことを目的とし 2011 年 5 月にがん患者サロン（以下サロン）を開
設した。開設にあたっては、医師、看護師、薬剤師、臨床心理士、
栄養士、作業療法士、事務職といった多職種チームを立ち上げて議




























































代 1）、尾崎　研一郎 2）、遠藤　美貴子 3）、








【対象と方法】平成 24 年 10 月から平成 25 年 3 月までの間にがん化
学療法、放射線治療目的での入院患者を診療録より調査した。
【結果】対象患者は 395 名 （男性 305 名、女性 90 名、平均年齢 71 歳 : 
再入院での重複を含む）、腫瘍疾患内訳は消化器疾患 113 名（29％） 
頭頸部疾患 90 名（23％） 呼吸器疾患 133 名（34％） 泌尿器疾患 39 名（ 




ある。回診は週 1-2 回、所要時間は約 2-3 時間程度行っている。回
診による診察は問診、口腔内診査、ROAG による評価、必要に応
じて処方や歯科治療を行っている。その他に口腔衛生不良がある場
合は、その患者に対して歯科衛生士による口腔衛生指導を実施して
いる。
【考察】がん化学療法看護認定看護師と歯科職種が関わって口腔管
理を行っている報告は散見される。近年、多職種連携による包括的
なケアの観点から本活動は意義あるものと考える。今後は、退院後
の地域社会全体での取り組みにも重点を置き、連携システムの構築
ならびに口腔内の実態調査について行う必要がある。
